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下記は、平成 28年 10月 8日の厚生労働省のＨＰ上でのプレスリリースです。 

 

今年の第１部のテーマは「人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える」 

 

厚生労働省は、本日の閣議（平成 28年 10月 4日）で「平成 28年版厚生労働白書」（平成 27年度厚生労働行政年次報告）を報告しま

したので、公表します。 

 

 「厚生労働白書」は、厚生労働行政の現状や今後の見通しなどについて、広く国民に伝えることを目的に毎年とりまとめており、平

成 28年版は平成 13(2001)年の「厚生労働白書」発刊から数えて 16冊目となります。 

 

今年の白書は、以下の２部構成となっています。 

 

【第１部】テーマ「人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える」 

毎年異なるテーマでまとめている第１部では、上記を今年のテーマとして、高齢期の暮らしに関する制度や国民の意識などを概観しつ

つ、地域に暮らすすべての人々が生きがいをともに創り、高め合う「地域共生社会」の実現を目指すという方向性を提示しています。 

 

【第２部】テーマ「現下の政策課題への対応」 

子育て、雇用、医療・介護、年金など、厚生労働行政の各分野について、最近の施策の動きをまとめています。 

 

厚生労働省では、この白書が、高齢化の現状や、地域づくりの重要性などについて、改めて国民の皆さまと認識を共有し、議論を深め

ていただくきっかけとなることを期待しています。 
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「健康で長生きしたい」という思いは、世界中の誰もが、世代を超えて持っている。我が国は、この願いを世界に先がけて実現してき

た国である。これは、これまでの様々な関係者の努力の賜物であるとともに、世界に冠たる皆保険制度や 2000（平成 12）年に導入 

した介護保険制度の果たした役割は極めて大きいものと言える。 

しかしながら、世界で最も高齢化が進んだ国となり、今後更に少子高齢化が進むことを展望すると、我々は新たな社会モデルを構築す

ることを求められていると言える。 

生涯を通じて健康で生きがいを持って暮らし続ける社会づくりが求められており、高齢期になっても意欲のある方々が活躍でき、地域

で皆が支え合える社会を作るとともに、何歳になっても健康で過ごせる環境づくりと支援の仕組みが求められている。 

また、医療や介護が必要となった場合にはそれぞれ必要なサービスを受けながらも、住み慣れた地域でなるべく自立して過ごせること

を可能としていくことが、今求められている。 

 

世界に目を向けてみると、欧州においては高齢化が一定の時間をかけて進んできたが、韓国、中国や東南アジアなどでは、今後少子高

齢化が急激に進むことが予測されている。 

我が国の対応はこれらの国から注視されており、高齢化を克服した「高齢化先進国」として、これらの国にモデルを示す役割を担って

いるのである。 

団塊の世代が 75歳以上となる 2025（平成 37）年を見据えて、既に多くの取組みが進んでいる。この白書においては、取組みの方向性

と現時点の到達点を、国民の方々にお示しすることを心がけた。 

 

（以下略） 
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